
　

202021.9.1

レッツクッキング！こどもお弁当屋さん
はじめました ～株式会社井上精工編～
■�問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

〈第 40 回〉

　アドバンス・ケア・プランニン
グ（ACP）という言葉をご存知で
しょうか？ ACP とは、今後の治
療や療養について患者、家族と医
療従事者が事前に話し合うプロセ
スのことを言います。「人生会議」
とも言われています。
　心不全の患者に対しては、心不
全の発症早期からこれからの生活
をできるだけより良いものにする
ために、ACP を考えていく必要が
あります。

　なぜ早い段階から ACP を考え
ていくかというと、心不全はがん
と違い、良くなったり悪くなった
りを繰り返しながら、最終的には
急速に悪化をしていくため、本人
が望む治療やケアを決定できない
場合があるからです。早期から今
後のことについて話をしておくこ
とが大切です。
　具体的には、人生の最期をどこ
で過ごしたいか、どのような医療
を受けたいかなどについて話し合
います。自宅で過ごしたいとい
う場合、訪問診療や訪問看護、訪
問ヘルパーなどの利用を調整しま
す。患者の思いを尊重し、希望に

【レッツクッキング！こどもお弁
当屋さんはじめました】
　この事業は健康長寿のまちづく
りを目指した取り組みの一つで、
市内企業の従業員とその子どもを
対象に、地場産農産物の収穫体験
や弁当作りなどを通して、家族で
食や地産地消、健康を考えるきっ
かけづくりを行いました。

【7 月 23 日（金・祝）薄皮丸なす収穫体験】
　今回のお弁当の食材となる置賜
の伝統野菜「薄皮丸なす」の収穫
体験を農家の島貫さん（下小菅）
の畑で行いました。

葉っぱに隠れている薄皮丸なす
を探し「なすあった！」「見つけ
た！」という子どもたちの元気な
声が飛び交いました。

【8 月 4 日㈬お弁当作り】
　子どもたちは、家族が仕事をし
ている間に、島貫さんが育てた薄
皮丸なすをはじめ、トマトやとう
もろこしなど置賜産の食材をふん
だんに使った、適塩で栄養バラン
スのとれたお弁当を作りました。
　一生懸命作ったお弁当と日頃の
感謝の気持ちをこめたメッセージ
カードを家族の職場に届け、頑
張ったことや料理のポイントを話
しながら一緒に食べました。家族

添えるように支援していきます。
これらのことは、一度決めても気
持ちが変わるかもしれません。そ
の度に何度も話し合っていくこと
が大切です。
　ACP は、より良い人生選択がで
きるようにするための一つのツー
ルです。人生をより良いものにす
るために病院スタッフで支援して
いくことができます。

〈第 98 回〉

心不全のアドバンス・ケア・プランニング
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

【今月の医療職】
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からは、「収穫体験から調理まで、
食べ物が食卓に並ぶまでを親子で
体験できてよかった」との感想が
聞かれました。
　皆さんも米沢で作られた食材を
使った料理を食卓に並べ、地産地
消を意識してみませんか？

お弁当作りの様子

詳細はホームページを
ご覧ください⇒


